
は じ め に

前稿1）では中国古典に見られる五穀の内容をまとめた
ので，本稿では日本古典に見られる五穀の内容をまとめ
る。中国と同様に日本でも主要な穀物を五でまとめて五
穀とするが，その種類内容は定まっていない。日本にお
いては，五穀は古くは「いつつのたなつもの」2）3）あるい
は「いつくさのたなつもの」と呼んでいた。また，中国
と同様に，穀物の総称としても五穀という語が使われ
た。たとえば，現存する我が国最古の医書で，丹波康頼
が完成させた『医心方』（984 年）4）5）は後述するように
「五穀の部」に二十四種の穀物を挙げている。同書は中
国古典の影響を受けていると思われるが，五穀の語は日
常大切な食べものとしての穀物という意味で使われてい
る6）7）。

日本での五穀

『日本書紀』（720年）神代上8）に「粟稗麦豆は陸田種子
となし，稲を水田種子となす」とあるように2），穀物を
作付けで水陸二つに分類している。『日本書紀私記（乙
本）』9）神代上の〈陸田種子〉の語注に〈波太津毛乃〉（は
たつもの）とあり，『日本書紀』8）神代上の〈陸田種子〉に
は〈ハタツモノ〉，〈水田種子〉には〈タナツモノ〉と訓
がある（注1）。五穀の呼び方については，『日本書紀私記
（乙本）』9）神代上の〈五穀〉の語注に〈以豆豆乃太奈豆
毛乃〉（いつつのたなつもの）とあり2）（注2），同様に『日本書

紀』8）神代上の〈五穀〉には〈イツツノタナツモノ〉2）3）あ
るいは〈イツクサノタナツモノ〉2）と訓がある（注3）。『和
名抄』10）（934年頃）でも〈日本紀私記云〉として，〈陸田
種子〉を〈波多介豆毛乃〉（はたつもの），〈水田種子〉を
〈太奈都毛乃〉（たなつもの）と呼んでいる（注4）。「たなつも
の」は，稲の種子，稲のことであるが，五穀としていう
こともある。『和名抄』10）（934年頃）にも〈穀〉の和名に
〈日本紀私紀云〉として「〈伊豆豆乃太奈都毛乃〉〈以都
都乃太奈津毛乃〉いつつのたなつもの」と挙げる（注5）。
「たなつもの」の語源については『日本国語大辞典』2）

が〈タネツモノ（種之物）の義〔箋注和名抄・名言通・
和訓栞・大言海〕。タネツモノ（子物）の義〔言元梯〕。
タノツクリモノ（田之作物）の義〔日本語原学＝林甕
臣〕。田津物の義〔雅言考〕など諸説がある〉と諸説を
記している。

五穀の起源の記述

五穀の起源について，日本では『古事記』（712年）と
『日本書紀』（720年）で語られている。

は や す さ の おのみこと ちくらのお き ど

『古事記』11）では，速須佐之男命に千位置戸を負わせ
みこと お お け つ ひめのかみ

て高天原を追放したとき，命が大気都比売神に食を求め
ためつもの

た。女神が鼻，口，尻からいろいろな味物（おいしい食
べ物）を出して取り出していろいろと作って具え奉った

は や す さ の おのみこと

ところ，速須佐之 男命はそのしわざを立ち伺ってお
り，穢した物を供したと思って怒り，大宜津比売神を殺

かいこ

してしまった。ところが神の頭に蠶が生じ，両眼に稲
ほと

種，両耳に粟，鼻に小豆，陰に麦，尻に大豆が生じた。
かみむすびのみおやのみこと

これを神産巣日御祖命が取って種としたのが五穀・養蚕
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の始めである，と記す。
『日本書紀』では二個所で語られる。まず『日本書

あるかみ いざなみの

紀』8）12）（巻第一 神代上 第五段の第二の一書）では，伊奘冉
みこと か ぐ つ ち

尊が火の神・軻遇突智を生んだことによって死ぬ。その
はにやまひめ みつはのめ

間際に臥しながら土の神・埴山姫と水の神・罔象女とを
か ぐ つ ち はにやまひめ

生む。やがて軻遇突智は埴山姫を娶り，埴山媛と軻遇突
わくむすび

智の間に稚産霊が生まれたとする。そしてこの神の頭の
上に蚕と桑とができ，臍の中に五穀ができたとしてい
る。一方，同書8）12）（巻第一 神代上 第五段の第十一の
あるかみ あまてらすおおみかみ あしはらのなかつくに うけもちのかみ

一書）では，天照 大神が葦原 中国に保食神がいるから
つくよみのみこと

行って見てくるようにと月夜見尊を派遣すると，保食神
が口からさまざまな食物を出してもてなした。怒った月

うけもちのかみ

夜見尊は保食神を殺した。その報告を聞いて天照大神は
つくよみのみこと

怒り，顔も見たくないと，月夜見尊と昼夜を隔てて離れ
あまのくまひと

てお住みになった。この後，天照大神が天熊人を遣わし
うけもちのかみ

て看ると，保食神はすでに死んでいたが，その頂きに牛
かいこ

馬が自然にできており，額の上に粟，眉の上に�，眼の
まめあずき あまのくまひと

中に稗，腹の中に稲，陰部に麦と大小豆が生えた。天熊人
がこれらを残らず持ち帰って献上すると，天照大神は喜
ばれて，これらのものはこの世に生きる人民が食べて生
活すべきものであると仰せられて，粟・稗・麦・豆を
はたけ つ も の た な つ も の おさ

陸田種子とし，稲は水田種子として天邑君（農民の長）
を定めた，と記す。

おお け つ ひ め のかみ わくむすび

『古事記』の大気都比売神も『日本書紀』の稚産霊や
うけもちのかみ

保食神もともに食物の神である。食物となる五穀は毎
お お け つ ひ め のかみ

年刈り取られるものであるから，大気都比売神あるい
うけもちのかみ はやすさのおのみこと つくよみのみこと

は保食神は速須佐之男命あるいは月夜見尊によって伐ら
つくよみのみこと

れねばならかったのである。槇4）は，月夜見尊は「月読
み」すなわち暦を司る神であって，この神に刈り取られ
るのは五穀の運命であるという。

五穀の内容
ご こくほうじょう つぶ

前述したように，五穀豊穣，五穀潰し，五穀の神な
どというときの五穀という語は穀類の総称であり，日常
主要な食べ物の意である。平安時代，丹波康頼により朝
廷に献上された『医心方』（984年）食養篇4）5）では五穀の
部に胡麻を筆頭に 24種の食物を挙げている。ちなみに，

ま め せきしょうず

その食物は胡麻（胡麻，ゴマ）・大豆（末女，マメ）・赤小豆
あ か あ つ き し ろ さ さ け

（阿加阿ツ支，アズキ）・白角豆（志呂佐々介，シロササゲ）・
ふ と む き こうばく か ち か た

大麦（不止牟支，オオムギ）・�麦（加知加多，カラスムギ）
きようばく そ は む き せいりょうべい

・小麦（己牟支，コムギ）・蕎麦（曽波牟支，ソバ）・青粱米
あ は の よ ね おうりょうべい はくりょうべい し ろ あ は

（安波乃与祢，アワ）・黄粱米（キビ）・白粱米（之呂阿波，シ
ぞくべい あ は の う る し ね じゅつべい

ロオオアワ）・栗米（阿波乃宇留之祢，オオアワ）・� 米
あ は の も ち たんしょべい

（ 阿波乃毛知 ， モ チ ア ワ ま た は モ チ キ ビ ）・ 丹黍米

あ か き き び しょくべい き び の も ち

（阿加支支美，アカキビ）・稷米（支美乃毛知，ウルチキビ）・
こうべい う る し ね とうべい い ね の よ ね

粳米（宇留之禰，ウルチゴメ）・稲米（以禰之与禰，コメ）・
だべ い も ち の よ ね げつべい い ね の も や し

糯米（毛知之与禰，モチゴメ）・�米（以禰乃毛也之，イネの
い とう す

モヤシ）・�糖（阿女，アメ）・酒（佐介，サケ）・酢酒（須，
ひ し ほ し ほ

ス）・醤（比之保，ヒシオ）・塩（之保，シオ）（注：括弧内は和
名と植物名）である。
日本で五穀あるいは五種として穀物を挙げる場合も，

その内容は時代により諸説ある。以下に時代順に挙げ
る。

あわ

①『古事記』11）（712年）は稲・粟・小豆・麦・大豆。
あわ ひえ

②『日本書紀』12）（720年）神代上は，粟・稗・稲・麦・
大豆小豆。または，粟・稗・麦・豆・稲。
りょうのしゅうげ

③『令集解』13）（868年頃）は〈鄭玄云〉として『周礼』
夏官天職方氏五種の鄭玄注14）に倣って「五種」に，黍
・稷・菽・麦・稲を挙げる（注6）。

④『和名抄』10）（934年頃）穀の項は〈周礼注云〉として
五穀に黍・稷・菽・麦・稲を挙げる。これもまた，
『周礼』夏官天職方氏五種の鄭玄注14）に倣ったもので
ある（注7）。また〈礼記月令注云〉として稷・麻・豆・
麦・黍（注8）を挙げる（注9）。

⑤平安時代末期成立の古辞書『色葉字類抄』15）（1144 年
キビ アハ マメ ムギ イネ

～1181年）は三説を挙げる。黍・稷・菽・麦・稲，ま
た稷・麻・豆・麦・禾を挙げ（注10），さらに〈異本云
う〉として稲穀・大麦・小麦・大豆・小豆を挙げ
る6）。

⑥鎌倉時代の類書『拾芥抄』16）（1340年頃）は稲穀・大麦
・小麦・大豆・小豆を挙げる（注11）。他に諸説を挙げ
る。稲穀・大麦・小麦・大豆・胡麻，あるいは麦・黍
・米・粟・大豆，あるいは稲穀・大麦・小麦・�豆・
胡麻，あるいは粳米・麻・大豆・小豆（麦）・黄黍で
ある。

アワヒエ

⑦室町時代の古辞書『下学集』17）（1444年頃）は，粟黍類
ウルモチゴメ マメ アサ ムギ

・稲 糯類・豆類・麻・麦（注12）を挙げる。
⑧同じく室町時代の辞書『運歩色葉集』18）19）20）（1547 年

頃）五穀の語注記は，写本により，語順が異なるが，
粟・黍・豆・稲糯・麦・麻を挙げる（注13）。

⑨古辞書『節用集』は写本により五穀の語注記を欠くも
のや五穀の項を欠くものもあるが，伊勢本系の『広本
（文明本）節用集』（注：『雑事類書』ともいう）21）（室町時

アワキビ モ チ ノ アサ ムギ

代中期写）は，粟黍類・稲糯類・豆類・麻・麦であ
る（注14）。乾本系の『易林本節用集』22）23）（慶長二年〔1597

年〕原刻本）は，米・大麦・小麦・大豆・小豆 ある
キヒ

いは黍・菽・麦・粟・稲を挙げる。
⑩『庭訓往来注』24a, c）は『庭訓往来』24）三月七日〔旧注

食べ物の名数
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ソ バ マ メ ア ヅ キ サ サ ゲ キビ

「三日」〕の状の「蕎麦、大豆、小豆、大角豆、黍、
アハ ムギ ヒエ

粟、麦、稗等」の麦稗等に注して，楊泉『物理論』を
引いて，五穀は，黍・稷・麦・稲・麻（胡麻）なりと
する（注15）。

⑪『名数語彙』25）（室町末期写）五穀は，粟黍類・糯稲類
・豆類・麻・麦（注16）とあり，『下学集』や印度系節用
集と類似している。

⑫近世初頭成立とみられる新本『清良記－親民鑑月集
－』26）（1628 年）は，米・大麦・小麦・大豆・小豆及
び粟・秬・大豆・麦・稲を挙げる（注17）。

⑬ 近世節用集の代表格である，『合類節用集』27）（1680
コメ ム ギ コ ム ギ マ メ ア ヅ キ キビ マメ

年）は，米・大麦・小麦・大豆・小豆，また黍・菽・
ムギ アハ キビ マメ アサ アハキビ

麦・粟・稲，また黍・菽・麻・麦・稲，また粟黍類・
ウルモチゴメ マメ

稲 糯類 豆類・麻類・麦類と諸説を列挙している。
ゴ コク

『書言字考節用集』28）（1717年）は，五穀 麻・黍・稷
・豆・麦，また稲・麻・粟・麦・豆を挙げる（注18）。

⑭『本朝食鑑』（1695年）29）穀之一 稲は〔集解〕で，三
まめるい もちあわ

穀（粱・稲・菽）及び九穀（稷・�・黍・稲・麻・大
きび

豆・小豆・大麦・小麦）とともに五穀として，麻・黍
たかきび

・稷・麦・豆を挙げる。これも『周礼』天官疾醫にお
ける鄭玄の注14）に従ったものである。また，わが国で
昔から五穀と呼んできたものとして稲・大麦・小麦・
大豆・小豆並びに麦・黍・米・粟・大豆を挙げる。こ
れらは，『拾芥抄』16）に従ったものである。

⑮『大和本草』30）（1709 年）は，五穀として禾・麻・粟
・麦・豆を挙げる（注19）。他に月令の黍稷麻麦豆，孟子
の註の黍稷菽麦稲，楚辞の註の稲稷麦豆麻を挙げる。

⑯『日葡辞書』31）（1603−1604年）には，〈「Gococu，ゴコ
ク（五穀）五つの種子，または穀物．すなわち，
Come, mugui, aua, qibi, fiye．（米，麦，粟，黍，稗）
米，小麦・大麦，粟，黍，および黒い色をした一種の
黍〉とあり，豆や麻を含まない。

あさ もちきび きび

⑰『和漢三才図会』33）（1712年頃）は，五穀に麻・黍・稷
・麦・豆を挙げる。『周礼』14）天官疾醫における鄭玄の
注に従ったものである。また，「今いう」として稲・

大麦・小麦・大豆・小豆を挙げる（注20）。こちらは『拾
芥抄』16）に従っている。

しよ

⑱明治初期の『増訂 農業往来』34）（1873 年）は黍アワ
しよく しゆく むぎ とう

・稷キビ・菽マメ・麦ムギ・稲コメを挙げ，『増補
きび ひえ まめ むぎ こめ

訓蒙農業往来』35），は，黍・稷・菽・麦・米を挙げる
（注：訓は原文のママ）（注21）。
表 1はこれらをまとめたものである。この他，『廣文

庫』36）や『類聚名物考』37）などに諸説が挙げられている。
『古事記』11）や『日本書紀』12）の神話は，日本で奈良時
代までに粟・稗・稲・麦・大豆・小豆の穀物が栽培され
食生活で重要な穀物であったことを示す。
このうち，ヒエ（稗）＊1についてみると，『日本書紀』
ひえ ひえ

は稗をあげるが，『古事記』11）では稗は省かれている。鋳
方『日本古代穀物史の研究』5）や廣野『食の万葉集－古
代の食生活を科学する－』38）は，神饌用の稗田と関係す
ると見られる稗田阿礼が口述したにもかかわらず，『古

ひえ ひえ

事記』で稗が省かれているということは，この頃には稗
が主穀ではなくなったことを示すものであろう，『日本

ひえ ひえ

書紀』に稗が挙げられるのは，稗が主穀であった時代を
伝承するものである，と論じている。『万葉集』39）に

ひえ え あれ

打つ田に稗はあまたもありと言へど 選られし我そ
よ ぬ

夜をひとり寝る
ひえ よ

（耕した田に稗は沢山あるというのに，選って捨てられた

私は夜ひとり寝ている。）（巻十一－二四七六）
あげ ま ひえ え なり あ

水を多み上に種蒔き稗を多み選らえし業ぞ我がひと
ぬ

り寝る
（水が多いので，高い田に籾を蒔いたら，肝心の稲よりも

混じっていた稗の方が多いので，抜き捨てられたようなも

のだ，私が独り寝するのは。）（巻十一－二九九九）

と歌われているように，万葉の時代では水田の雑草とし
ひえ

て稗が抜き取られている。しかしながら，水田に恵まれ
ひえ

ない地域では 繁殖力の強い稗はあいかわらず重宝され
たと推測される7）40）。『正倉院文書』41）天平六年尾張国正
税帳や『延喜式』42）巻二三では尾張国から稗五石が貢納
されているが，その量はなぜか他の穀類に比べて非常に

表 1 日本古書に見る五穀の内容（番号は記載順を示す）

麻 黍 稷 稗 菽・豆 麦 稲・禾 粟 備考

『古事記』 ③小豆
⑤大豆 ④ ① ②

『日本書紀』（720 年）神代
巻

② ⑤大小豆 ④ ③ ①

② ④豆 ③ ⑤ ①

『令集解』（868年頃） ① ② ③菽 ④ ⑤
五種
〈周礼云穀宜五種、
鄭玄云〉
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『和名抄』
① ② ③菽 ④ ⑤

〈周礼云〉
実は『周礼』夏官天
職方氏五種の鄭玄注
に倣う

② ⑤ ① ③菽 ④ 〈月令注云〉

『色葉字類抄』（1144 年～
1181年）

①黍（キビ）②稷（アハ） ③菽（マメ） ④麦（ムギ）⑤稲（イネ）

② ① ③豆 ④ ⑤禾

④大豆
⑤小豆

②大麦
③小麦 ①稲穀 〈異本云う〉

『拾芥抄』（下）

④大豆⑤小豆 ②大麦③小
麦 ①稲穀

④大豆
⑤胡麻

②大麦③小
麦 ①稲穀 〈内法之時常止二小

豆一加二胡麻〉

② ⑤大豆 ① ③米 ④ 〈近代用二此等一〉

⑤胡麻 ④�豆 ②大麦
③小麦 ①稲穀

〈或止二大豆小豆一
加二�豆胡麻一云云，
諸家説不同也〉

②麻 ⑤黄黍 ③大豆 ④小豆ある
いは麥 ①粳米

『運歩色葉集』「古」部 ⑥ ② ③豆 ⑤ ④稲糯 ① 写本により、語順が
異なるが 6種

『下学集』 ④麻（アサ） ③豆（マメ）類 ⑤麦（ムギ）②稲糯（ウルチゴメ）類
①粟黍（ア
ワヒエ）類

『文明本節用集』 ④麻（アサ） ③豆類 ⑤麦（ムギ）②稲糯類 ①粟黍（ア
ワキビ）類

『庭訓往来抄』『庭訓往来注』⑤胡麻 ① ② ③ ④

『名数語彙』 ④麻 ③豆類 ⑤ ②稲糯類 ①粟黍類

『清良記－親民鑑月集－』
（1628年）

④大豆
⑤小豆

②大麦
③小麦 ①米

②秬 ③大豆 ④ ⑤稲 ①

『合類節用集』

① ② ③ ④豆 ⑤麦

①黍（キビ） ②菽（マメ） ③麦（ムギ）⑤稲 ④粟（アハ）

③麻（アサ）①黍（キビ） ②菽（マメ） ④ ⑤稲

④麻類 ③豆（マメ）類 ⑤麦類 ②稲糯（ウ
ルチゴメ）類

①粟黍（ア
ワヒエ）類

『書言学節用集』 ① ② ③ ④豆 ⑤

② ⑤豆 ④ ①稲 ③

『本朝食鑑』

① ② ③ ⑤豆 ④
『周礼』天官疾醫に
おける鄭玄の注に従
ったもの

④大豆
⑤小豆

②大麦
③小麦 ①稲 『拾芥抄』に従った

もの

② ⑤大豆 ① ③米 ④ 『拾芥抄』に従った
もの

②秬（くろ
きび）） ③大豆 ④ ⑤ ①

『大和本草』 ② ⑤豆 ④麦 ①禾 ③

『日葡辞書』（1603−1604年） ④キビ ⑤ヒエ ②ムギ ①コメ ③アワ

『和漢三才図会』
① ② ③ ⑤豆 ④

『周礼』天官疾醫に
おける鄭玄の注に従
ったもの

④大豆
⑤小豆

②大麦
③小麦 ①稲 〈今云〉

『増訂 農業往来』（1873年） ①アハ ②キビ ③菽（マメ） ④麦ムギ ⑤稲コメ
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少ない7）40）。『延喜式』42）巻四十主水司をみれば，七種粥
ひえ

の材料に稗が挙げられており43），奈良時代でも儀式用の
ひえ ひえ

食物として稗が用いられていることがわかる。これも稗
が古代の主穀であったことを伝承するものであろう。近

ひえ

世農書を代表する『農業全書』44）では稗には田稗と畑稗
ひえ

の二種類があり，稗は最も下等な穀物ではあるが貧民を
救い，農家に利益をもたらす作物であると指摘してい
る。

りょうのしゅうげ

次に，キビ（黍）についてみると，『令集解』13）に黍・
稷・菽・麦・稲と黍の記載があることは日本で奈良時代
から平安時代にかけて黍の栽培が本格化したことを示す
ものであろう。
アワについてみると，『拾芥抄』16）の五穀に粟がないこ

とはアワも貴族世界では平安時代末から鎌倉時代の頃に
主穀ではなくなったことを示す38）。『本朝食鑑』29）や『和
漢三才図会』33）の五穀にアワがない。『本朝食鑑』29）や
『和漢三才図会』33）の五穀にアサが挙げられるが，『本朝
食鑑』29）は麻の項目は立てていないし，『和漢三才図
会』33）。は大麻の項でこれは薬用としている。
江戸時代以後，おもに稲（米）・黍・粟・麦・豆を五

穀と呼ぶことが多い2）32）が，『日葡辞書』31）の五穀に米，
麦，粟，黍，稗とアワ，キビとともにヒエが挙げられる
のは，江戸時代でも，水田の乏しい土地の住民にとって
アワ，アサ，ヒエは依然として重要な穀物であったこと
を示している。一方，『農業全書』44）（1697年）は五穀之

いね はたけいね むぎ こ む ぎ そ ば あハ きび もろこし たうきび

類に，稲，畠稲，麦，小麦，蕎麦，粟，黍，蜀 黍〈た
ひへ ま め あ づ き ろく づ そらまめ

かきび〉，稗，大豆，赤小豆，�豆〈ぶんどう〉，蚕豆，
えんどう さ ゝ げ へ ん づ なたまめ ご ま よ く い

豌豆，豇豆，�豆〈あぢまめ〉，刀豆，胡麻，薏苡〈すゞだ
ま〉を挙げ，アワとヒエを含めた 19種を挙げているがア
サを挙げない。

お わ り に

五穀の指す内容は時代や地域によって一定しない。五
穀の指す内容に諸説があるのは，地域や時代による代表
的な主食である穀物の生産状況，人びとの食生活に対す
る意識の違いを反映しているものと考えられる。現代日

きび ひえ

本では，五穀の内容は米・麦・粟・豆・黍または稗を指
すことが多く2）45）。麦は大麦と小麦を含み，豆は大豆と
小豆を含む。米以外の穀物は雑穀とされるが，栄養価の
面から捨てがたいものがある。そこで，五種をブレンド

ごこくまい

した米を五穀米と呼ぶものが販売されていたりする。
ところで前述したように『周礼』天官疾醫14）に〈以五

味五穀五薬 養其病〉（五味五穀五菜を以て其病を養う）と
ある。また，現存する我が国最古の医書で，丹波康頼が

永観二年（984年）に完成させた『医心方』2）には〈大素
経云五穀爲養五果爲助五畜為益五菜爲�〉（太素経にい
う。穀物は人の生命を養う栄養であり，果物は穀物の栄養を補

い，肉類は穀物の栄養の働きを高め，野菜は穀物の栄養を増進

させるものである。）と書かれている。中国古代から，ま
たこれを受けて奈良平安時代から，すでに栄養学の知識
があったことは注目すべきである。大素経の五穀五畜五
菜五果の分類は現代の栄養学でいうなら「三色食品群」
の分類に近い。五穀は黄群（力や体温となるもの）の糖
質食品，五畜は赤群（肉や血をつくる）のたんぱく質食
品，五菜と五果は青群（からだの調子をよくするもの）
のビタミンや無機質を多く含む野菜や木の実ということ
になる。
『医心方』4）はこの項の「注に云う」では，続けて「穀
類，畜肉類，果物類，野菜類は，これらを用いて飢えを
みたすときには，これを食物というが，これらを用い
て，病気の治療をするときには，これを薬という」と記
している。まさに医食同源，薬食同源の考え方である。

五穀の植物の注
穀，黍，稷，粱，�，菽，豆，麦，稲，麻，粟，禾，

粳米，黄黍，�豆，白芥子，胡麻については前稿1）に注
をつけた。各穀物の別称や出典については『本草綱目啓
蒙』46）や『草木名彙辞典』47）にも詳しい。
＊1稗
ヒエ。『和名抄』10）の和名に〈比衣〉とある29）40）43）。
「�」の字をあてることもある48）。『本草綱目啓
蒙』46）巻之十九穀之二は�子をヒエ（鴨脚稗），稗子
をノビエとしている。

引用文献及び注（注：以下アンダーラインは著者）
（注 1）『日本書紀私記（乙本）』9）神代上に，

為陸田種子 波太津毛乃止須

とある。
『日本書紀』2）8）（720年）神代紀・上にも

アハヒエムギマメ ハ タ ツ モ ノ ト イネ

乃チ以テ
二粟稗麦豆ヲ為シ

二陸田種子一。以テ
レ稲ヲ為ス

二

ハタケツモノト［吉］
ハタケノタナツモノト［丹］

タ ナ ツ モ ノ

水田種子一

ミズ［熱］

と訓がある。
（注 4）『十巻本 和名抄』10a）巻九 稲穀具百十五に

種子 日本紀私記云、水田種子、太奈都毛乃 陸
田種子、波太介豆毛乃、種之隴反太禰

とある。
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（注 2）『日本書紀私記（乙本）』9）神代上に
五穀 以豆豆乃太奈豆毛乃

とある。
（注 3）『日本書紀』8）神代上に

ナレリカイコ ト クハ ホゾノ

•

ナレリ

此ノ神ミノ頭ラノ上ヘニ生二蚕ト 與一レ桑。臍中カニ生二
イツクサノタナツモノ

五 穀一（水戸本訓）2）

と訓があり，
同書8） 巻十一 仁徳天皇・四年丙子に

ノタナツモノミノラ

五 穀 不レ登テ

イツヽノタナツモノミノラズシ〔前〕
ノ ユタカナリ

五穀 豊穣
タナツモノ〔前〕

と訓がある。
同じく，同書8） 巻十二 反正天皇・元年に

イツヽ（ノ）タナツモノミノレリ

五 穀 成就（圖書寮本訓）49）

と訓がある。
同書 巻十二 推古天皇・二五年には

タナツモノミナレり

是歳，五の 穀 登之（岩崎本訓）50）（圖書寮本
訓）49）51）

と訓がある。
（注 5）『和名抄』（京本）10a, c, e）52）（十巻本）には

穀 周禮注云、五穀 古祿反 日本紀私記云 伊豆々

乃太奈都毛乃 黍稷菽麥稻也 禮記月令注云稷麻
豆麥黍也

とある。
『和名抄』（天文本）10d）（下総系写本 十巻本）には
穀 周礼注云－ 古祿� 日本紀私記云

伊以豆豆乃太南毛� 禾麥之惣名也 黍稷菽麥稻也
礼記月令注云稷麻豆麥禾也

とある。
『和名抄』（元和本）（下総本）10b, c）（二十巻本）に
は

穀 周禮注云五穀 音谷和名毛�

日本紀私記云五穀以都々乃太奈豆毛乃 今案五穀一説云

稷麻豆麥禾也見禮記月令注 禾稷菽麥稻也
とある。

りょうのしゅうげ

（注 6）『令集解』13）第十二に
田 謂。田所三以殖二五穀一之地。（中略）周礼云
穀宜二五種一。鄭玄云。五種。黍稷菽麥稻也。

とある。
（注 7）『和名抄』10a, c, e）52）（十巻本）は（注 5）のように
「穀 周礼注に云う。五穀，（中略）日本紀私記云う
伊豆々乃太奈都毛乃。黍稷菽麦稲也。礼記月令注に
云う。稷麻豆麦黍也。」と記す。なお，刈谷棭齋52）

は『箋注倭名類聚抄』で次のように強調している。

「原書周礼疾医の五穀の鄭玄の注は麻黍稷麦豆であ
って，此処と和名抄が引く所とは異なっている。周
礼夏官天職方氏の五種についての鄭玄の注が黍稷菽
麦稲であり，これと合致する。鄭玄が五穀と五種に
別個に注しているのは五穀と五種が同じではないか
らである。源順が周礼注を引いて黍稷菽麦稲を五穀
とするのは誤りである。」
また，刈谷『箋注倭名類聚抄』52）は「後漢書明帝

紀の注が鄭玄の周礼注を引いて五穀を黍稷麦麻米と
するのも亦恐らく誤り」といっているが，これは刈
谷の間違い。刈谷は〈米〉をイネとしているようだ
が，「�」を〈米〉と誤書写した本を見たものと推
測される。原書注は「黍稷麥麻�」である（注22）。
「�」は「米」ではなく「豆」のことで，これなら
鄭玄の周礼注の稷麻豆麦黍と合致する。
刈谷52）は，『和名抄』が五穀の種類について五種

のものと誤った記載をしている理由について，大載
禮注や漢書注の五穀は周礼疾医注に同じだが，孟子
注，淮南子注，後漢書班彪傳注が皆「黍稷菽麦稲」
を以て五穀としていること，『史記』の黄帝「五種
うえる

を�」の文の【索隱】に「五種は即ち五穀也」とあ
り，顔師古も『漢書』食貨史に「五種は即ち五穀
也」と注していることから，『和名抄』著者の源は
これらの書を渉り誤ったのだろうと指摘している。

（注 8）『和名抄』（京本）10a, c, e）52）や『和名抄』（下総本
系天文本）10d）などは〈月令注云稷麻豆麦禾也〉と
「黍」ではなく「禾」になっている。「元和古活字
本」10b, c）は〈月令注云禾稷菽麦稲也〉となっており，
語順も異なる。狩谷『箋注倭名類聚抄』52）は，和名
抄の舊本（福井本・下総本・廣本）は稷麻豆麦黍の
黍は禾に作ると指摘している。『和名類聚抄の文献
学的研究』53）も，〈「京」，「松」，「高」は「黍」を
「禾」に誤り。〉としている。「黍」が正しい。「禾」
はアワ，イネあるいは穂を垂れた穀物の総称であ
る。

（注 9）狩谷『箋注倭名類聚抄』52）がいうように，『礼
記』54）月令には五穀が五回出てくるが，五穀につい
て鄭玄などの注はないので，『和名抄』の〈禮記月
礼注云 稷麻豆麦黍〉の記載は誤り。狩谷『箋注倭
名類聚抄』52）は，『礼記』月令には天子が明堂で月次
の祭式では「春は麦を食し，夏は菽を食し，中央は
稷を食し，秋は麻を食し，冬は黍を食す」ことが記
されているので55），ここは是を引いたものであろう
とする。『呂氏春秋』56）十二紀で 天子が明堂で月次

食べ物の名数
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の祭式で食する穀も同じく「稷麻豆麦黍」である。
（注 10）『日本国語大辞典』2）五穀の【語誌】に

日本では，「色葉字類抄」に「五穀〈略〉黍、
稷、菽、麦、稲也〈略〉又云稷、摩、豆、麦、
禾也」とある。
と記されているが，ここの「摩」はおそらく
「麻」の誤りである。『色葉字類抄 三巻本』15a）飲
食を見ると

キヒ アハ マメ きひ

五穀 （略）黍 稷 菽、麦、稲也 又 稷
アハ

豆 麦 摩 禾也〉
とあり，この写本では「摩」と見えるが、『色葉
字類抄 二巻本』15b）飲食では，
五穀 黍 稷 麻 麦稲 或 稷 麻 豆
黍 禾

であり，他の『色葉字類抄 三巻本』15c）飲食でも
コヽク キヒ アハ マメ ムキ イネ

五穀 黍 稷 菽、麦、稲 或云又 稷 豆
麦 麻 禾也

とある。
（注 11）『拾芥抄』（下）16）

五穀 稻穀 大麥 小麥 大豆 小豆 内法

之時常止二小豆一加二胡麻一云云

或 麥 黍 米 粟 大豆近代用二此等一由。光平所レ

令申レ院也。移徒之時用レ之

或 止二大豆 小豆一 加二�豆 胡麻一云云，
諸家説不同也，
或 粳米甘 麻酸 大豆鹹 小豆苦或麥 黄黍辛

（粱イ）

九穀 稗 稻 黍 米 菽麻 大豆 小豆
大麥

（注 12）『下学集』17）〔数量門〕に
コク アワヒエ ウルモチゴメ マメ

五穀 一ニハ粟黍ノ類 二ニハ稲 糯ノ類 三ニハ豆ノ

アサ ムギ コレナリ

類 四ニハ麻アサ 五ニハ麦 是也
とある。『増刊下學集』59）には語注記がない。

（注 13）『運歩色葉集』18）19）20）「古」部 五穀の語注記
は六種の穀を挙げる。

コク アハ キビ マメ イネ ムギ アサ

五穀 粟 黍 豆 稲糯 麥 麻〔『元亀二年
本』18）（1571年）〕

コク

五穀 粟 黍 豆 稲糯 麥 麻〔『静嘉堂本
庫本』19）〕

コク アハ キビ マメ ムギ アサ モ チ

五穀 粟 黍 豆 麦 麻 稲糯〔『天正十七
年本』20）（1589年）〕

（注 14）古本節用集には異本群として伊勢本・印度本
・乾本があるが，最古とされる伊勢本系節用集の
『広本（文明本）節用集』（『雑字類書』）21）（室町時代

中期文明六年〔（1474年〕書写）〔数量門〕には

コク

アワ

ツクル アワキビ モ チ ノ

五穀 神農始作 一ニハ粟黍類 二ニハ稲糯類 三
コメ アサ ムギ

豆類四ニハ麻 五麥 是也
とあり，語注記の穀類は『下学集』と同じで，「神
農始めて作ル」の注記を増補している。また，別に
シヨク ゴ コ ク ナリ

〈稷ハ五穀之長也〉とあるが，数量門の五穀には稷を
挙げていない。
伊勢本系の，『伊京集』22）（室町時代書写），『明応五

年本節用集』22）（明応五年〔1496年〕書写）及び『天正
十八本節用集』57）58）（天正十八年〔1590年〕書写）には
ゴコク

五穀はあるが語注記がない。また，『饅頭屋本節用
ごく

集』22）（室町時代末期書写）は穀はあるが，五穀を欠
く57）。なお『天正十七年本節用集』59）（天正十七年〔1589

年〕書写）には
ゴ コク

五穀 一粟 黍類 二稲糯 三豆類 四麻類
五麦類 是也

と語注記がある。
印度本系の節用集では

ゴ コク アワ キビ イネ

五穀 一粟 黍類 二稲糯（モチイ） 三豆類
アサ ムギ

四麻類 五麦類 是也〔『弘治二年本節用集』60）

（弘治二年〔1556年〕書写）草木〕
ゴ コク アハキビ モ チ

五穀 一ニハ粟黍ノ類 二ハ稲糯ノ類 三ハ豆ノ類
アサ

四ハ麻ノ類 五ハ麦ノ類也〔『永禄二年本節用集』60）

（永禄二年〔1559年〕書写）草木〕
ゴ コク

五穀 一ニハ粟黍類 二稲糯類 三豆類 四麻類
五麦類。〔『尭空本節用集』60）（永禄八年〔1565年〕

頃）草木〕
とある。『両足院本節用集』60）（慶長十五年〔1610年〕

頃書写）は五穀の項を欠く。また，黒本本節用集
ごく

（室町末期書写）22）57）に穀はあるが，五穀を欠く。
乾本系の『易林本節用集』22）23）（慶長二年〔1597

年〕原刻本）〔数量門〕では
コク キヒ

五穀 米 大麥 小麥 大豆 小豆 叉云黍
菽 麥 粟 稻

とある。
（注 15）『庭訓往来』24a）三月七日〔旧注「三日」〕の状

ソ バ マ メ ア ヅ キ サ サ ゲ キビ アハ ムギ

では，「蕎麦、大豆、小豆、大角豆、黍、粟、麦、
ヒエ ソ バ

稗等」と五穀なぞっている。写本24b）により「蕎麦
ムギ マ メ ア ヅ キ サ サ ゲ アハ キビ ヒエ

・麦、大豆・小豆・大角豆・粟・黍・稗等」とある
など組み合わせや語順が異なる。
『庭訓往来抄（抄）』24a）によると，『庭訓往来抄』
には〈麦稗等〉に注して

五穀ハ楊泉物理論ニ曰ク、黍、稷、麦、稲、胡
麻也。穀ハ実也。続也、命ヲ続（ツグ）ト云ふ
也。
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とある。
『庭訓往来注』24c）には
五穀ハ楊泉ノ物理論ニ曰ク、黍キビ 稷ヒヘ 麦 稲子
麻也 穀ハ実也 續也 続ト

レ命ヲ云也
とある。麻の植物名にはアサ（麻）とゴマ（胡麻）
の説があったことがわかる。

（注 16）『名数語彙』25）に
五穀 一粟黍類 二ニ糯稲類 三連豆類 四麻
五麦也。

（注 17）『清良記－親民鑑月集－』26）

米，大麦，小麦，大豆，小豆，是を指出して五
穀と申候，粟，秬，大豆，麦，稲是をも五穀と
申候（注：秬はクロキビである。）

（注 18）『合類節用集』27）巻七〔数量部〕
コク コメ ム ギ コ ム ギ マ メ ア ヅ キ キビ マメ

五穀 米 大麥 小麥 大豆 小豆 又黍 菽
ムギ アハ キビ マメ アサ アハキビ

麥 粟 稻 又黍 菽 麻 麥 稻 又粟黍類
ウルモチゴメ マメ

稻 糯類 豆類 麻類 麥類
『和漢音釈書言字考節用集』28） 巻十〔数量門〕

ゴ コク

五穀 麻・黍・稷・豆・麥 稻・麻・粟・麥・
豆

（注 19）『大和本草』30）巻之二 論レ用レ薬
五穀 禾 麻 粟 麥 豆【素問蔵気法時論二

日五穀為レ養ト五畜為レ益ト五菜ヲ為レ充ト五果ヲ為レ

助○月令以二黍稷麻麥豆一為レ五穀ト 孟子ノ註ニ

以二黍稷菽麥稻一
ヲ為二五穀一 楚辞ノ註以二稻稷麥豆

麻一為二五穀一】
（中略）
八穀 稻穀大豆小豆大麥小麥粟麻【小學紺珠】
○日本紀神代巻ニ稻妻大豆粟稗ヲ

記ス是上古ヨリ我邦ニ所レ在也日本紀欽明天皇十二
年麥種一千斛ヲ賜二

フ百済一可ニ 見下自二上世一有中

此種上也
ウルソキヒモチアハ キヒ アサ

九穀 稷 � 黍 稻 麻 大豆 小豆 大
麥 小麥【周禮鄭玄註】（注：この書の「鄭玄註」
は「鄭衆註」の記述誤り。）

（注 20）『和漢三才図会』33）巻第百三 穀菽類
あさ もちきび きび

五穀とは麻・黍・ 稷・麦・豆
もちあわ いね あ ず き

九穀とは�・稲・小麦・小豆〔右の五穀に以上
を加えて九穀という〕

おおあわ まめ

三穀とは粱・稲・菽
〔今いう〕五穀とは稲・大麦・小麦・大豆・小
豆である。

（注 21）『日本国語大辞典』2）に
明治六年（一八七三）版の『農業往来』は，米

・大麦・小麦・大豆・小豆を挙げ，また「一説
には」として稲・麦・菽・粟・黍を挙げる。

とあるが，国立国会図書館近代デジタルライブラリ
ー所収の明治六年刊行『農業往来』諸本ではこうし
た記載はない。

（注 22）『後漢書』61）本紀一 顕宗孝明帝 紀第二に
せきさい とうえん こ と し かいこ

「昔歳、五穀登衍し、今茲、蚕と麦は善収あり。」と
あり，唐の章懐太子李賢による注に「五穀とは黍稷
麥麻豆なり」，また「登は成なり、衍は饒なり」と
ある61d）。

十年夏四月戊子，詔曰：昔歲五穀 登衍，（夾
注）鄭玄注周禮云：「五穀、黍、稷、麥、麻、
�也。」（校）五穀黍稷麥麻�也 按：校補謂殿
本「�」作「豆」，與周禮原注合。登、成也。
衍、饒也，音以戦反。
和刻本では〈五穀、黍、稷、麥、麻、米也。〉と

「�」（豆）が「米」の字になっているもの61c）もあ
る。
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